
栃木県立矢板高等学校

［農業経営科］

［機　械　科］

所 在 地	 〒329-2155　矢板市片俣618-2

電 話	 0287-43-1231

F A X	 0287-43-4533

U R L	 http://www.tochigi-edu.ed.jp/yaita/nc2/

創 立	 明治43 年（創立111周年）

課 程	 全日制課程

設置学科	 農業経営科 機械科 電子科 栄養食物科 介護福祉科

生 徒 数	 532名（男子326名 女子206名）	

（令和3年5月1日現在）

利用交通機関	 矢板駅からバス10分

Ⅰ 学校の概要
１　学校教育目標

○専門的な知識・技能を身につけ、社会に貢献できる生徒を育てる。（知の教育）
○礼儀と思いやりを大切にし、責任ある行動のできる生徒を育てる。（徳の教育）
○心身ともに健やかで、活力のある生徒を育てる。　　　　　　　　（体の教育）

２　目指す学校像
○進路希望に応じて選択科目を学ぶことができ、専門教育の充実や資格取得を推進する学校
○基本的な生活習慣や道徳心を育成し、豊かな人間性と逞しい体をはぐくむ教育を推進する学校
○地域との連携を重視した教育に取り組み、地域との交流や社会人としての規範意識の育成を推進する
学校

３　募集する生徒像
本校の教育目標と目指す学校像を理解し、次の（１）から（３）までの全てに該当する生徒

（１） 農業、工業、調理、福祉のいずれかに興味・関心をもち、学習意欲が旺盛でその方面に進路希
　　望のある生徒

（２） 思いやりがあり、協調性、責任感のある生徒
（３） 部活動・生徒会活動・学校行事などに自主的かつ積極的に意欲をもって参加できる生徒

Ⅱ 学校、学科、コース、教育課程等の特色

①学習内容
イネや草花･野菜･果樹の栽培および家畜の飼育、バイオテクノロジー

･農業機械などを学習し､人間にとって必要不可欠な農産物の生産を学
びます｡将来の農業後継者､農業系の大学･短大･専門学校への進学を目
指す人、農業関連の就職を考える人に適します。

②資格取得･･･フォークリフト運転技能講習、大型特殊自動車運転免許、
　　　　　　　危険物取扱者など

①学習内容
旋盤などによる機械加工、ガス･アーク溶接等の基礎技術を身につけ、

３年次にはロボットや電気自動車などグループで様々なテーマに意欲
的に取り組んでいます。機械科はものづくりの楽しさを実感できる科で
す。

②資格取得･･･技能士２級･ ３級（旋盤加工､機械検査）、品質管理検定、
　　　　　　危険物取扱者、JIS溶接技能者評価試験（A- ２F） 製図検定、
　　　　　　ガス溶接技能講習など 
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［電　子　科］

［栄養食物科］

［介護福祉科］

①学習内容
電気回路、電子回路、屋内配線、プログラミング、ロボット制御など、

電気・電子に関する専門的な理論と技能・技術を学びます。教室で学ん
だことを実験や製作を通して確かめ、深化させます。電気工事士などの
国家資格取得にも力を入れています。

②資格取得･･･第１種電気工事士、第２種電気工事士、工事担任者DD第
　　　　　　３種、工事担任者AI第３種、第２級陸上特殊無線技士、
　　　　　　危険物取扱者など

①学習内容
調理師としての心と技を身につけ、食のスペシャリストをめざします。

１年次には基礎的な学習を、２年次より専門科目の幅を拡大し、特に調
理実習は日本・西洋・中国料理のプロの調理師による授業を展開してい
ます。

②資格取得･･･調理師免許、全国高等学校家庭科技術検定、日本語ワー
　　　　　　プロ検定など

①学習内容
教室での勉強の他に、施設見学･施設実習･福祉専門家の講話、実技指

導等があり、福祉マインドを育てます。介護の基礎及び専門技術の学習
をするので、福祉関係の進学･就職に有利です。

②資格取得･･･介護福祉士国家試験受験資格、福祉住環境コーディネー
　　　　　　ターなど

Ⅲ 進路状況
１　令和２年度科別進路状況
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農業経営科 0  0 0 1 13 14 1 0  7  15 23 0

機　械　科 0  1 0 0 15 16 2 0  1 16 19 1

電　子　科 0  1 0 0 12 13 1 0  0 16 17 0

栄養食物科 0  0 0 3 7 10 0 0  15   9 24 0

介護福祉科 0  2 0 1 12 15 1 0  12   0 13 0

合　計 0  4 0 5 59 68 5 0  35 56 96  1

２　令和２年度卒業生の主な進路先  
【進学先】日本大学／作新大学／東京福祉大学／宇都宮短期大学／作新大学女子短期大学／栃木県農業大

学校／栃木県立県央産業技術専門校／日本工学院専門学校／宇都宮ビジネス電子専門学校／Ｔ
ＢＣ学院（看護介護保育、ファッションビューティ、ペット）／国際自動車・ビューティ電門
学校／さくら総合専門学校／マロニエ医療福祉専門学校／東群馬看護専門学校／太田情報商科
専門学校／国際テクニカル調理製菓専門学校／国際介護看護保育専門学校／那須看護専門学校
／ＩＦＣ栄養専門学校 等

【就職先】矢板市役所／陸上自衛隊／海上自衛隊／エリエール／大阪シーリング印刷／キヤノン／川田
工業／高原森林企業組合／壮関／ジーテクト／ローマイヤ／日本調理器／東日本ホテル／日
産自動車／櫻護謨／栃木ニコン／吉野工業所／日本サーモスタット／大日本パックス／三上
化学製鎖／ヤイタ工業／大進電気工業／栃木アンカー工業／北原工業／シンコー／三和テッ
キ／林工業／大和鋼管工業／マロニエ苑／Ｉ．Ｂ．Ｋ／大村総業／オカモト／ＪＡしおのや
／ＪＡなすの／為王会／塩谷病院／邦友会／京福会／光誠会／ともいき会／ペニーレイン／
奴寿司／ケアステージ氏家／ハヤテレ関東／ファムウェイ／栃木ゴム／メフォス北日本／真
栄総業　他 多数企業へ
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本校のマスコット
キャラクター

Ⅳ 特別活動等の紹介（学校行事、生徒会活動、部活動等） 
　１　学校行事

矢高杯争奪レクリエーション

大会、修学旅行、遠足、学校祭、

予餞会（兼 芸術鑑賞会）、

マラソン大会、産業施設

見学会　など

　２ 部活動一覧

［運動部］　弓道、剣道、サッカー、相柔（相撲・柔道）、卓球、テニス、バレーボール、野球、

　　　　　陸上競技、バドミントン、バスケットボール、水泳

［文化部］　吹奏楽、華道、茶道、手芸、文芸、写真、機械技術研究、電子技術研究、青少年赤十字（JRC）

Ⅴ 特色選抜について
１　定員の割合

農業経営科	 30％程度　

機　械　科	 30％程度　

電　子　科	 30％程度　

栄養食物科	 30％程度　

介護福祉科	 30％程度

２　出願するための資格要件

次の（１）～（３）までの全てに該当する者

（１） 中学校の出席状況が良好であるなど基本的な生活習慣が身についており、基礎的な学力を有する者

（２） 部活動等を３年間継続（同一部に限らない）した者で、入学後も３年間頑張る意志のある者 

（３） 各科の資格要件（①、②の両方の要件を満たしていること）

【農業経営科】　

① 農業に関する資格取得および、農業の経営又は農業関連の就職・進学を目指す者

② 農業に関する学習の意欲が高く、農業実習等に積極的に取り組む者

【機　械　科】　　　　

① 機械に関する資格取得および、機械関連の就職・進学を目指す者

② 機械に関する学習の意欲が高く、機械実習等に積極的に取り組む者

【電　子　科】　　

① 電子に関する資格取得および、電子関連の就職・進学を目指す者

② 電子に関する学習の意欲が高く、電子実習等に積極的に取り組む者
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【栄養食物科】

① 調理師の資格取得および、調理関連の就職・進学を目指す者　

② 食に関する学習の意欲が高く、調理実習等に積極的に取り組む者

【介護福祉科】

① 介護福祉士等の資格取得および、福祉関連の就職・進学を目指す者

② 福祉に関する学習の意欲が高く、介護実習等に積極的に取り組む者

３　選抜の方法

選抜方法 内　　　容

面 接 個人面接　時間10分程度（なお、全学科とも口頭試問を課す。）

作 文 時間30分　字数400字以内

４　その他、特記事項

・令和３年度強化推進拠点校（競技：相撲（男子））

５　選抜の手順等

【資料の取扱い】

１　志願理由書は、調査書とともに、資格要件の確認及び面接時の参考資料として用いる。

２　調査書は、次のように評価する。

①「各教科の学習の記録」（第１学年～第３学年）の評定（選択教科を除く）を合計する。

　（135点満点）

②「特別活動の記録」、「行動の記録」は、段階評価を行う。

③「文化活動・スポーツ活動・社会活動・特技等の記録」等は資格要件に該当するものを評価する。

３　面接・作文は、段階評価を行う。

【選抜の手順】

次の各段階に該当する受検者について順に、調査書の点数化されない部分の内容を考慮し総合的に

選抜する。

第１次審議

【資料の取扱い】の２の①で点数化した部分の合計点数の順位が、特色選抜の募集定員の70％以

内にある者（ただし、受検者が定員に満たない場合は受検者の70％以内にある者）で、【資料の取

扱い】の２の②③と３の評価が良好である者を合格内定とする。

第２次審議

第１次審議で合格内定となった者を除いた全ての受検者について、全ての検査結果から総合的に

判断し、合格内定者を選抜する。
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